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共栄プロクラブ本部事務局
（共栄火災 営業統括部）

『KPC会員による地震立会調査制度』について
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１．KPC会員の単独立会調査について

日頃より、弊社損害サービス対応にご協力いただきまして誠にありがとうございます。

頻発する大規模自然災害においては、平常時の数倍の損害サービス対応が必要となります。

弊社では2011年の東日本大震災以降、大規模地震が発生した場合には現場立会だけでなく
お客様の自己申告に基づく損害確認を実施してまいりました。

さらなる保険金の早期お支払いの実現に向け、KPC会員の皆様にも損害サービス対応にご協力
いただきたく、地震保険における「代理店サポート制度」についてご案内いたします。
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制度名 地震災害の立会調査制度

対象代理店 共栄プロクラブ（KPC）の正会員

対象物 木造建物、家財

対象事故 家計地震

実施業務 ①「損害状況申告書」「建物図面」の作成
②「写真」の撮影
③「保険金請求書」の受領

※本制度を希望される場合は事故調査に関する研修を事前に受講していただきます。

※KPC会員自身の契約者に限定し、対象事故は共栄火災が選定します。

費用 １物件あたり3,000円（税込み）の定額払い
※写真代、交通費、通信費、その他諸雑費を含む費用の対価です。
※1物件において、建物、家財の両方の確認を行った場合は、あわせて1物件と
カウントします。

２．制度概要
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３．制度イメージ

KPC会員による立会調査のイメージは以下の通りです。

立会調査は、原則、鑑定人および共栄火災社員が実施しますが、大規模災害が発生した
場合は多数の保険金請求が見込まれることから、KPC会員の皆様にご協力いただき、迅速
な保険金支払いを目指します。

立会調査を行っていただく案件は共栄火災が選定し、依頼させていただきます。

大規模な地震発生
（震度6超目安）

共栄火災
災害対策
集中センター

立会調査

鑑定人による立会調査

地震事故発生 事故受付
共栄火災社員による立会調査

KPC会員による立会調査
立会調査を依頼

（調査対象リストを送付）
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単独立会調査の前提

（１）対応する案件は木造の建物（在来軸組工法・枠組壁工法）・家財とします。

（２）対応するのは家計地震です。拡担契約は対象としません。

（３）地震保険は定額払であるため実損払の保険種目であっても、修理見積書の取得は行いません。

（４）代理店にて「損害状況申告書」を作成します。

（５）立会調査時に保険金請求書を手交し、可能であればその場で入手します。（※）

（６）立会調査を実施した案件は、共栄火災の指示のもと、後日立会調査員がお客さまに支払保険金の
説明（協定）を行います。

（※）印章が流失してしまった、との申し出があった場合は災害対策集中センター（共栄火災）に相談し
て下さい。

４．立会調査の前提
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５．制度内容および流れ

準備

•立会調査対象の案件を災害対策集中センター（共栄火災）から受け入れます。

•KITねっとの契約照会画面で、契約内容等を確認します。

•契約者に立会調査日のアポイントをとります。

訪問

写真撮影

•写真撮影は、最初に「表札」、「住所表示」、「郵便受」などの、契約者・被保険者と同一の所有者（居住者）であることがわかる箇所を撮影します。

•現場を訪問し、建物の被害状況を確認・聴取します。

•在来軸組工法の場合は「軸組」「屋根」「外壁」「基礎」、枠組壁工法の場合は「内壁」「屋根」「外壁」「基礎」の4部位について特に詳しく聴取・撮影します。

•家財が保険の対象となっている場合、「損害状況申告書」の品目ごとに被害状況を確認・聴取し、残っている被害品や被害品があった場所を撮影します。

訪問

書類作成

•現場の被害状況を確認のうえ、「損害状況申告書」に記入します。

•建物図面を記載します。図面には写真を撮影した方向や損傷について補記します。

•保険金請求書は可能な限り立会調査時に回収します。回収できない場合は、「返信用封筒」に事故番号を記入して手交します。

提出
•「写真」「損害状況申告書」「保険金請求書」「調査費用明細表」を災害対策集中センター（共栄火災）に提出します。

•災害対策集中センター（共栄火災）にて確認後、内容がOKとなった案件については、お客様に認定内容について説明し、支払保険金の協定を行います。

支払

•「写真」「図面」「損害状況申告書」「保険金請求書」「調査費用明細表」が必須の提出書類となり、これらの提出に基づき、1件あたり3,000円（税込み）を代理店にお支払いします。

•認定内容にご了承いただけなかった場合は、鑑定人または共栄火災社員による再立会となります。

立会調査については、共栄火災の依頼に基づき実施していただきます。
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立会調査時に持っていくもの

・事故受付票、KITねっと契約内容画面（事故日時点の契約内容）

・メジャー

・カメラ（撮影可能であればスマホでも大丈夫です）

・損害状況申告書

・筆記用具等、文具全般

・保険金請求書

・返信用封筒

・お見舞いタオル（共栄火災より事前に配布します）

６．立会調査時に持っていくもの
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７．帳票

損害状況申告書 代理店サポート費用明細表


